
名古屋市立大学・大学院人間文化研究科・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２３９０３

基盤研究(C)（一般）

2018～2015

児童福祉施設における子どもの包括的発達支援モデルの構築

Construction of a comprehensive developmental support model for children in 
children's welfare facilities

４０４２１２６８研究者番号：

坪井　裕子（TSUBOI, Hiroko）

研究期間：

１５Ｋ０４１５９

年 月 日現在  元   ９   ９

円     3,600,000

研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，児童福祉施設における子どもの包括的な発達支援モデルの構築であ
る。子どもたちを対象に性や暴力の問題に対応するための心理教育プログラムを実施した。また、児童福祉施設
における学習支援体制の実態把握の調査を実施した。子どもたちの心理教育アセスメントを活用し学習支援を行
った。児童福祉施設の子どもたちの心理的な危機状態からの回復と，健全な発達の支援に焦点をあてた取り組み
が必要だと考えられる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to construct a comprehensive developmental 
support model for children in children's welfare facilities. We conducted a psychological education 
program to address the issues of sex and violence for children. In addition, we investigated the 
situation of the learning support system in the child welfare facilities. The Children's 
psychological education assessment was used to support learning. It is thought that it is necessary 
to recover from the psychological crisis state of children in child welfare facilities, and to focus
 on the support of healthy development.

研究分野：臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、児童養護施設入所児の性や暴力の問題に関する心理教育プログラムを開発し、実際の施設で実施し
たものである。職員の意識や取り組みを検討し、プログラムの改善を行って、現場に活かす取り組みを行った。
さらに、子どもたちの学習と進路についての実態把握調査はこれまでなかったものであり、この調査をもとに、
実際の子どもたちへの対応を検討できるという点においても、子どもたちへの包括的な支援を考えるうえで、学
術的にも意味があるといえる。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
虐待等を受けた子どもの心理危機（心的被害）の問題について，これまで「トラウマ」（あるい
は心的外傷後ストレス）や「愛着」の問題という概念で捉えられることが多かった。問題行動の背
景には，人に対する不信感や，人生に対する無力感，抑うつ感などが示されている。特に虐待を受
けた子どもたちや，何らかの事情で親と離れて暮らす子どもたちは，それだけで大切なもの（精神
的にも）の喪失を体験している。児童福祉施設の子どもたちにとって，このような喪失体験からの
回復につながる基本的な生きる力をはぐくむことが大切である。そして，生きていく力のもととな
る自己肯定感の獲得が重要である。特に，性や暴力に絡むトラブルは施設で暮らす子どもたちの大
きな問題となっている。さらに学習の遅れなどを抱えた子どもに，施設の生活職員だけで，取り組
みを行うことは困難が伴う。そこで，臨床心理学的な視点から性や暴力の問題に取り組むとともに，
学習支援についての心理教育的なプログラムを開発する。学習支援事例を蓄積していくことから得
られる知見によって，子どもたちの学習支援に役立つプログラムの作成の推進にもつながると考え
る。プログラムの内容を生活の中に定着させるような取り組みを行っていくことに学術的かつ実践
的な意義があるといえる。  
 
２．研究の目的 
本研究は，社会的養護の環境にある子どもたちの心理的な危機状態からの回復と，健全な発達支
援に焦点をあて，施設における対応や支援の工夫を検討するものである。主に以下の2点を中心に
最終的には児童福祉施設における包括的な支援モデルの構築を目的としている。 
（１）心理教育的アプローチの開発 
子どもの健全な「発達支援」に焦点をあて，自分の存在意義を確認し，生きていく力を育む
心理教育的アプローチの開発を目的とする 
（２）子どもの学習支援 
子どもたちの学力向上とそれに伴う自己肯定感の獲得に貢献する学習支援プログラムを開発す
ることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
（１）施設入所中の子どもたちに対して心理教育プログラムを実施し，また，心理教育プログ
ラムに関わる職員のミーティングに参加し，職員の意識に関するデータも収集した。 
（２）全国の児童養護施設を対象に，施設における学習や進路指導に関する体制および実態に
関する調査を実施。合計 92 施設からの回答を得た。 
（３）児童養護施設に入所している児童に対して，個別の心理教育アセスメントを実施し，そ
の結果の分析結果をもとに，個別の学習支援プログラムを作成。 
（４）児童養護施設における学習支援の実態を把握するために，施設での学習体制に関する聞
き取り調査及びボランティア経験者の半構造化面接。 
（５）児童養護施設に入所している児童を対象に，学校生活スキルに関する質問紙調査および，
学校における対人葛藤場面における葛藤解決方略に関する半構造化面接を実施。 
 
４．研究成果 
（１） 心理教育プログラムについて 
①プログラム対象児・実施頻度： 
幼児～中学生を年齢別に分け，各グループに実施者 2名がつき，月 1回ずつ実施。 
②プログラム内容 
命の仕組み (生命の誕生・産道体験など)や，自分を大切にすること (プライベートゾーン・
第二次性徴など)，人との関係 (いいタッチ悪いタッチ/ふわふわ言葉，とげとげ言葉など)，現
実の身を守ること(不審者対応/防犯など)を組み入れた。 
③職員から見たプログラムの効果 
プログラム参加後の子どもの様子の変化に関する 8項目について各得点を比較したところ，
指導員は子どもの攻撃性が強くなったと感じており(t(21)=2.09，p<.05)，一方，保育士は，子
どもの性化行動が少なくなったと感じていた(t(21)=2.22，p<.05)。また，保育士は「子どもか
らの相談が増えた」「子どもが自分を大切にできるようになった」と感じていた(それぞれ
(t(21)=2.39，p<.05；t(21)=2.79，p<.05)。これらのことから，プログラムの実施による子ど
もの変化を職員が感じていることが明らかになった。 
 
（２）学習・進路に関する調査 
①入所児の状況：平成 27年 9 月時点で 92施設に 4,683 人が入所していた。未就学児は 749 人，
その内，特別支援学校(幼稚部)に 2人在籍，それ以外は地域の幼稚園に通園していた。小学生
1,796 人，中学生 1,035 人，2割以上（それぞれ 22.0%，20.0％）が，通級，特別支援学級，特
別支援学校，に在籍していた。高校生 1,090 人は，公立高校の在籍率が 56.1%と高く，次いで，
特別支援学校が 17.4%であった（図１）。その他には，通信制高校や高等専門学校等が含まれた。



また，高校生 161 人（高校生の内 14.8%)が，療育手帳を所持していることが明らかとなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
②過去 3年間の進路状況及び中退・離職状況の内訳：中学卒業者 1,101 人の進路は，施設入所
のまま高校等進学が 80.6%と大半を占めた。高校卒業者 794 人の進路は，正規就職 487 人，大
学等進学 146 人，非正規就職 82 人，措置変更 24人，と順に高かった。大学等進学者の 20人が
中退(進学者の内 13.7%)，正規・非正規含む就職者の 186 人が離職（就職者の内 32.7%）状況に
あった。 
 
（３）心理教育アセスメントを活用した個別支援プログラム：児童養護施設において心理職な
らではの視点を活かして学習と進路支援を行い，一定の成果が見られた事例を通して，心理職
が学習と進路支援に携わる意義と課題を明らかにした。 
①対象児：中学 3年生の入所児童 
②心理教育アセスメント：KABC－Ⅱを実施③方針：検査結果を含む心理アセスメントに基づき，
主に児童への学習と進路に関する心理面接と，学を直接指導する生活担当職員へのコンサルテ
ーションを行った。 
④面接過程：児童の得意不得意の理解を促し，将来の夢や家庭への想いなど学習と進路に纏わ
る不安を取り扱った。その結果，児童から前向きな発言が聞かれるようになった。 
⑤考察：児童の想いを傾聴する姿勢や，共に考えるスタンスといった心理面に配慮した関わり
は，学習と進路支援においても活きるといえる。また，心理職ならではの臨床心理学的視点か
ら学習と進路の支援に関わり，他職種と協働することで，児童や職員の心理的なサポートを含
めた包括的な支援ができることが示唆された。 
 
（４）学習支援に関するインタビュー調査 
①協力施設及び対象者：3施設代表者 
②方法：半構造化面接 
③結果：共通する学習支援として，学習ボランティア（学生 9名･一般 7名）と地域の塾の活用
が挙げられた。家庭教師による支援は 1施設，心理職が学習支援に直接関わっているのは 1施
設であった。対象児は，幼児から高校生まで計 78 名，学習ボランティアでは，学生が 28 名，
一般が 24名に対応していた。内容は主に宿題などの学習補助であった。中学生以上では塾（各
1カ所；計 15名）や家庭教師（対象児 7名）で，主に成績の向上や進学に向けた準備などを目
的とした支援がされていた。心理職（対象児 4名）は，発達の特性や情緒的な問題を抱えた子
どものケアも含めての学習支援を行っていた。課題としては学力の問題や発達の特性を抱えて
いる子どもへの支援，学習意欲の低い子どもへの対応などが課題として挙げられた。特に，小
学生と高校生については，予算的な制約から，対応が不十分であることが示された。 
 
（５）学校生活スキル及び学校における葛藤解決に関する研究 
①学校生活スキルの調査 
施設群(44 名)と一般群(85 名)の学校生活スキルの比較：二要因分散分析を行った結果，「集団
活動スキル」と「健康維持スキル」で交互作用が認められた。単純主効果の検定で，「集団活動
スキル」では，女子において施設群は一般群より有意に得点が低く（p＜.05），「健康維持スキ
ル」では，男子において施設群は一般群より有意に得点が高かった（p＜.05）。「自己学習スキ
ル」では群の主効果がみられ，施設群は一般群より有意に得点が低かった（p＜.05）。施設の子
どもたちは自分自身で学習を進めていくスキルが一般群の子どもたちに比べ低いことが示され，
学習面の支援の必要性が明らかになったといえる。 
②半構造化面接で得られた回答：選んだ方略のスコアリングを行い，各群の人数の比較につい



てはχ2検定を行った。最良の方略についてχ2検定および残差分析によって行った。その結果，
資源の不足場面意見の相違場面（図２）においていずれも方略 2（一方的主張）では,施設児が
一般児より有意に（p＜.05）多かった。  
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